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県政
報告

ふるさと三島市を
もっと元気にするために
活動しています！

最大震度7を観測した能登半島地震を受け、県では地震による揺れと火災対策の強化のために
住宅などへの「感震ブレーカー」設置を促進するため、市町に対して補助をしています。
過去の大規模地震では、火災の原因の約6割が電気関連であり、
阪神大震災では原因が判明した火災139件中85件、東日本大震災では108件中58件が電気関連でした。

感震ブレーカーは揺れを感知して自動的にブレーカーを落とすため、通電火災の防止に効果があります。
各家庭に設置することで、出火を防止し、火災による被害を大きく軽減することが期待されます。

【補助の対象】
感震ブレーカー等の設置に要する経費のうち、
感震ブレーカー等の購入および設置工事に要する経費。

【補助額】
補助対象経費の2/3 以内（千円未満切り捨て、上限 25,000円）
市内に新築する一戸建ての住宅への設置：10,000円

川勝前知事の突然の辞職により行われた県知事選挙において
鈴木康友知事（前：浜松市長）が誕生しました。
結果を見ますと、鈴木知事は西部の全市区町で勝利した一方、
中部全9市区町と東部20市町村では相手候補の大村氏が上回りました。

投票率は52.47%で、前回より0.46ポイント低下、
西部（56.25%）と中部（53.46%）では
前回投票率を上回りましたが、東部地域（47.42%）では
伊東市を除き、下回りました。
西部と東部の投票率の差は約9%でした。

結果を受け、東部・中部・西部のバランスをチェックし
東部地域のための政策をしっかりと提案していくことが重要だと考えています。
政令市のない東部地域から選出された県議として
責任が一層重くなったと感じています。
静岡県民のため、県政の発展のために「オール静岡」の精神で取り組んでまいります。

不登校で孤独を感じている子を救いたい

感震ブレーカー設置補助事業

新しい知事に
最も期待する政策

NHKの出口調査

詳しくはこちら▶

詳しくはこちら▶

文部科学省の調査によると、不登校児童生徒は増加しており
令和4年度では静岡県で小学生の1.84%、中学生の6.30%が不登校です。
そのうち約4割が支援を受けられていません。

メタバースはインターネット上の仮想空間で
バーチャルスクールでは生徒がアバターを使って体験学習や交流ができます。
これは学校に行けない児童生徒に新たな選択肢として注目されています。

現在は部屋から出られない子どもたちが
まずはバーチャル空間で社会とつながる一歩を踏み出すことが重要だと考えます。

・掃除しやすいトイレ 
・掃除しやすいレンジフード
・ビルトイン自動調理対応コンロ 
・ビルトイン食器洗い機
・浴室乾燥機  
・宅配ボックス　　など

例

子育て世帯および若者夫婦世帯を対象に、仕事と子育ての両立ができる
職住一体の住環境の整備を推進するため、自宅のテレワーク環境の整備や家事負担軽減に資する
設備導入などの住宅リフォームへの補助制度を実施します。

【補助対象者】
以下のいずれかの世帯に該当する方
子育て世帯……… 令和6年4月1日時点で18歳未満の子を有する世帯
若者夫婦世帯…… 令和6年4月1日時点で夫婦いずれかが39歳以下の世帯

【補助額】
1. こども未来テレワーク対応リフォーム（必須工事）：最大10万円（補助対象工事費の1/2以内）
2. 子育てライフ対応リフォーム：最大15万円（補助対象工事費の1/2以内）

【「こんなものにも活用できる⁉」という事例】
「机の作り付け」や「間仕切り壁の新設」によるテレワークスペース確保の必須工事を行えば、
以下のような家事・子育て等の負担軽減につながる工事も対象となります。
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